
交換
年数

■ビニールカーテンは、紫外線や摩耗、経年劣化により透明度や強度が低下するため、
カーテンを取付けてから約3～4年を目安に交換をオススメ致します。
但し、交換目安期間内であっても使用する環境や開閉頻度によっては、劣化速度が
変わってくるため、別紙「カーテン交換基準チェックシート」に沿って点検を実施し、
交換基準に該当する場合は早めにカーテンを交換していただくことを推奨します。

点検

■ビニールカーテンの点検は、別紙「カーテン交換基準チェックシート」に沿って
実施してください。

■以下のいずれかに該当する場合、カーテンの交換を推奨いたします。
・カーテンを取付けてから交換目安期間を超えた場合
・カーテン交換基準チェックシートの点検で2つ以上認められた場合
・一度でもカーテンに強い外的衝撃を与えてしまったことがある場合

下記の基準に当てはまるカーテンは、交換推奨になります。
お問合せ先までご相談ください。

お問合せ先

Before after Before after

見積依頼用
チェックシート

(PDF)



ビニールカーテンのチェックポイント
チェックポイント チェック項目 発生し得る問題

カーテン生地

・企業の評判や信用に悪影響がある。

・事故が発生しやすくなり、
且つ発生に気づきにくくなる。

・十分に機能が発揮しないことにより
商品品質が低下する（異物混入など）。

カーテンの表面が汚れて奥が見えない/見づらい。

カーテンレール

間仕切ポール

金具部品

・さびの鉄粉や壊れた金具の破片が
混入するリスクがある。

・災害時にレールが落下し、避難経路の
遮断及び避難の遅れにつながる。

・レール落下事故によるケガや商品・製品
の破損リスクがある。

カーテン動作

カーテン裾から重りチェーンが出ている

ハトメ部分が破れてランナーから外れている

カーテンが汚れて奥が見えない

ブラケットからレールが外れている

カーテンに5㎝以上裂けてるところがある

1枚ものビニールカーテンの一例

変色・硬化している。

カーテンに5㎝以上裂けているところがある。

カーテンの裾が破れて、重しチェーンが出ている。

カーテンのハトメ部分が破れてランナーが2カ所以上外れている。

フラットバーで固定している箇所が5㎝以上裂けている。

カーテンレールの変形が目視でわかる。

金具全体にさびが発生している。

ブラケットや吊棒からレールが外れている。

壊れたランナーが2個以上ある。

吊棒使用時、レールが傾いているのが目視でわかる。

ポールが変形し、カーテンを閉じても隙間ができる。

フランス落し（落しピン）が変形や破損している。

TEL.06-6441-0785／FAX.06-6441-0811
※お見積りが必要でしたら右のQRコードよりチェックシートをご活用ください。

※部品交換や補修で対応可能な場合もあります。

お問合せ先

・カーテンでしっかりと間口を仕切れて
いないことにより空調効率が低下する。

・カーテンでしっかりと間口を仕切れて
いないことにより商品品質が低下する

（異物混入や雨風の吹込みでの傷みなど）。

・ポールが強風や物がぶつかった衝撃で
周囲の人や機器、商品にぶつかり
傷つけるリスクがある。

・ポールの密閉性の低下により
異物混入や雨風の吹込みのリスクが
高まる。

開閉時、異音が聞こえる。

開閉時、途中で引っ掛かるところがある。

マグネット、マジックテープが効かない。



ビニールカーテンのチェックポイント
チェックポイント チェック項目 発生し得る問題

カーテンの表面が汚れて奥が見えない/見づらい。

変色・硬化している。

カーテンに5㎝以上裂けているところがある。

ハンガーのカーテン部分が2カ所以上破れて外れている。

フラットバーで固定している箇所が5㎝以上裂けている。

カーテンレールの変形が目視でわかる。

金具全体にさびが発生している。

ブラケットや吊棒からレールが外れている。

壊れたランナーが2個以上ある。

吊棒使用時、レールが傾いているのが目視でわかる。

ポールが変形し、カーテンを閉じても隙間ができる。

開閉時、異音が聞こえる。

開閉時、途中で引っ掛かるところがある。

TEL.06-6441-0785／FAX.06-6441-0811
※お見積りが必要でしたら右のQRコードよりチェックシートをご活用ください。

※部品交換や補修で対応可能な場合もあります。

お問合せ先

カーテンに5㎝以上裂けてるところがあるカーテンが汚れて奥が見えない

アコーディオンタイプの一例

ブラケットからレールが外れている

フランス落し（落しピン）が変形や破損している。

カーテン生地

カーテンレール

間仕切ポール

金具部品

カーテン動作

・企業の評判や信用に悪影響がある。

・事故が発生しやすくなり、
且つ発生に気づきにくくなる。

・十分に機能が発揮しないことにより
商品品質が低下する（異物混入など）。

・さびの鉄粉や壊れた金具の破片が
混入するリスクがある。

・災害時にレールが落下し、避難経路の
遮断及び避難の遅れにつながる。

・レール落下事故によるケガや商品・製品
の破損リスクがある。

・ポールが強風や物がぶつかった衝撃で
周囲の人や機器、商品にぶつかり
傷つけるリスクがある。

・ポールの密閉性の低下により
異物混入や雨風の吹込みのリスクが
高まる。

・カーテンでしっかりと間口を仕切れて
いないことにより空調効率が低下する。

・カーテンでしっかりと間口を仕切れて
いないことにより商品品質が低下する

（異物混入や雨風の吹込みでの傷みなど）。

マグネット、マジックテープが効かない。



ビニールカーテンのチェックポイント
チェックポイント チェック項目 発生し得る問題

カーテン生地

カーテンの表面が汚れて奥が見えない/見づらい。

フレーム

ハンガー

金具部品

変色・硬化している。

カーテンに5㎝以上裂けているところがある。

ハンガー近辺のカーテンが少しでも裂けている。

フレームやハンガーの変形が目視でわかる。

金具全体にさびが発生している。

TEL.06-6441-0785／FAX.06-6441-0811

※お見積りが必要でしたら右のQRコードよりチェックシートをご活用ください。

お問合せ先

のれんタイプの一例

カーテンが汚れて奥が見えない

フレームの一部が変形しているフレームが錆びている

カーテンに5㎝以上裂けてるところがある

フレームのフック部分が折れているところがある。

・さびの鉄粉や壊れた金具の破片が
混入するリスクがある。

・災害時にフレームが落下し、避難経路の
遮断及び避難の遅れにつながる。

・フレーム落下事故によるケガや商品・製品
の破損リスクがある。

・企業の評判や信用に悪影響がある。

・事故が発生しやすくなり、
且つ発生に気づきにくくなる。

・十分に機能が発揮しないことにより
商品品質が低下する（異物混入など）。


